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神奈川大学吹奏楽部 殿

□推薦理由

日本を代表する一般大学吹奏楽部として数多く

の演奏活動を展開し、その演奏レベルの高さと表

現力の豊かさは、聴 く人々に多くの感動を与え、

世界においても高い評価を受けております。

□推薦内容

「第11回 世界吹奏楽大会J「 ミッド・ヨーロッ

パ」にいおいて、日本の吹奏楽作品をプログラム

に取 り上げ、邦人作品の紹介と卓越した演奏表現

で、日本の吹奏楽のレベルの高さを世界中に知ら

しめました。

北村 源三 殿

□推薦理由

我が国のトランペット界の重鎮として、これま

で数多くの業績を果たされ、演奏者としても第一

線で活躍、後進の指導においても多大な尽力をつ

くされております。

□推薦内容

2003年 3月 22日 ・武蔵野市民文化会館において

「国立音楽大学退職記念コンサー ト」を開催、熟

年された音楽表現および優れた演奏技術は、多く

の聴衆に感動を与えてくださいました。

ロプロフイール

昭和13年 (1938年 )に吹奏楽部が結成され、現

在、部員数120名 余 りの部として成長。定期演奏

会を主とし数多 くの演奏活動を展開。1990年 、全

米大学バ ンド指導者協会の大会に出場、1996年 ハ

ワイ演奏旅行、2000年スベイン・ヴァレンシアイ

ンターナショナルブラスコンクールに出場。国内

の全日本吹奏楽コンクールにおいては、通算18回

の金賞受賞。2回の特別演奏を行っているc

ロプロフイール

京都生まれ、東京芸術大学卒、1960年 NHK交
響楽団入団。以降25年 間主席をつ とめる。1962‐

1965年 、オース トリア政府給費留学生として、ウ

イーン国立音楽アカデミーに留学、東京芸大在学

中に第27回 日本音楽コンクール管楽器部門第 1位

入賞。ソロの分野ではN響をはじめ数々のオーケ

ス トラと共演を行う。現在、N響団友の他、日立

音楽大学理事、日本 トランペット協会会長をつと

める。
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*第 14回 日本管打 `吹奏楽アカデミー賞作・編曲部門は該当なしと決定いたしました。

有道 惇 殿

□推薦理由

長年、音楽教育および吹奏楽に携わってきた氏

が、40年にわたる演奏・指導・指揮活動を著書と

して発表、その研究活動は後進の者にとっても大

変有益なものでございます

□推薦内容

文芸社より「質の高いバンドを目指すには」を

発行。生涯学習を見据えた吹奏楽の在 り方を様式

別作品配列を視点としてまとめられた優れた内容

でございます。

ロプ回フイール

1965年 、岡山大学教育学部卒業。同年、東京芸

術大学音楽学部委託修了。1988年 、文部省在外研

究員としてミシガン州立大学等に長期出張。オー

ボエをD.ス トルファー氏、吹奏楽をKブルームク

イス ト氏、器楽音楽教育をR.ア ーバス氏に師事。

オーボエを岩崎勇。梅原美男の諸氏に師事.現在、

岡山大学教育学部教授、全日本吹奏楽連盟理事、

日本管打・吹奏楽学会会員、日本音楽教育学会会

員。
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自由演奏会実行委員会 殿

□推薦理由

誰でも参加できる自由参加型コンサー トとして

企画され、若者はもとより、中年層を中心とした

「休眠愛好家」の掘 り起こしも含め、我が国の吹

奏楽および管打楽器界の啓発に大きな貢献を果た

しております.

□推薦内容

2003年 11月 29日 横浜文化体育会館において「自

由演奏会2003」 を開催、幼稚園児から60歳 を越す

方々が日本各地から参加し、多くの仲間との出会

いと奏でる感動の共有が行われました。

ロブロフイール

「自由演奏会Jは、1997年 「上野の森ブラス」

テューバ奏者の杉山淳氏が提唱し、横浜で行われ

ました。自主的に集まった10o名 足らずの参加者

が、自発的に協力し演奏会を成功させたことで、

大きな達成感と感動を得ることができました。そ

の後「自由演奏会」は全国各地で開催されるよう

になり好評を博しています。
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Alfred Reed
アルフレッドロリード 殿

□推薦理由

1981年 東京佼成ウインドオーケストラの招聘で

来日以降、来日回数は80回 を越え、我が国の吹奏

楽発展に多大な功績を残され、現在も精力的に活

動を展開されております。

□推薦内容

数多くの吹奏楽作品を作曲し、我が国のプロ吹

奏楽団・学校吹奏楽・大学吹奏楽団の指導および

数えきれない演奏活動を行い、日本の吹奏楽界の

発展に大きな功績を残されております。

ロプロフイール

1921年 1月 25日 ニューヨーク市に生まれ、10歳

からトランペ ットを15歳から作曲を学びました。

18歳 で放送局の作曲編曲指揮者となり、1942年 か

ら第529陸 軍航空隊バンド副指揮者、デイレクタ

ーとして活躍。その後ジュリアー ド音楽院に入学。

ヴィットリア・ジャンニーニに作曲を学ぶ。現在、

洗足学園大学客員教授。ジャパンスーパーバ ンド

音楽監督。


